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橿ノ木坂

接待茶屋跡

須l雲川 IC

曽我五郎が富士の裾野での仇討ちに
向かう途中、刀の切れ味を試そうと
路傍の巨石を真二つに割ったとの伝え。

ここは江戸中期間の宿として栄えた集落。
屋号茗荷屋は、大正元年の集落全焼の
焼失。庭園が残る。安政4年（1857)11月
初代米国総領事ハリスは下田から箱根

駒形神社
茶屋本陣茗荷屋跡

畑宿見付跡

鎖雲寺

接待茶屋跡
箱根権現の別当如実は旅人や馬のため
接待茶屋を営んでいたが資金が続かず中断、
江戸呉服町の加勢屋与兵衛の協力を得て
茶屋を開くべく幕府に申請。文政7年(1824)
やっと許可が降りたが希望の畑宿、須雲川
沿いでなくここ割石坂辺りであったという。

江戸初期早雲寺の山内にあった一庵を移築した禅寺。
人形浄瑠璃｢箱根霊験躄仇討｣のモデルとされる
”勝五郎と初花”の墓がある。 一説によると。
飯沼勝五郎は兄の仇敵(佐藤剛助のち滝口上野と改名）

女房の初花は毎夜向山の滝に来ては箱根権現に祈る。

（臨済宗）

女ころがしの坂
この辺りから下った

正眼寺

さうんじ

（臨済宗）

早雲寺の末寺。寺の左側の石段を上ると曽我堂がある。
堂内には木造地蔵菩薩２体が安置されている。
この地蔵は曽我兄弟の像といわれ２人の位牌もある。
地蔵の胎内から”地蔵阿弥陀観音混合印仏”が発見され
ている。康元元年（1256)の年号から鎌倉中期のも。
本堂には狩野尚信筆とされる金箔極彩色の襖絵がある。

早雲寺
北条氏綱が伊勢新九郎長氏（法号早雲）の遺言で
大永元年(1521)建立したとの伝え。京都大徳寺83世
以天宗清が開山。関東における臨済宗の中本山と
して、一時は鎌倉円覚寺、建長寺をしのぐ禅刹として
発展。天文11年（1542)後奈良天皇の綸旨により勅願
寺となる。後北条氏の滅亡と共に衰退する。
北条氏５代の墓。近くに連歌師飯尾宗祇の墓と伝え
られる宝塔がある。
本堂前には戊辰戦争の遊撃隊士の墓がある。

（臨済宗）

箱根湯本

紹太寺 （黄檗宗）
小田原藩主稲葉美濃守正則が父母の冥福を祈るために
京都宇治の万福寺から鉄牛和尚を招き創建、開山した。
寛永９年(1632)稲葉正勝が小田原85000石を受封したが
間もなく没したので子の正則が50年近く小田原を支配した。
寺は元小田原宿山角町（現小田原市南町）にあったが寛文
9年（1669)に現在地に移転。広大な敷地には七堂の伽藍
と大庭園があり黄檗宗独特の壮麗さを誇っていたという。
安政年間（1854-60)に総門以外焼失、総門もその後焼失。
旧敷地には供養等が残る。現在の紹太寺は子院清雲院に
あり、稲葉一族の墓は歩いて15分ほど山腹にあるという。

道路より高台を歩く

風祭
一里塚

を追って来たが途中足が不自由となり箱車で箱根まで来る。

あるとき滝口と名前を変えた仇敵が箱根に、初花は
勝負！と切りかかるが返り討ちに遭う。その時、箱根
権現の霊験が現れ、勝五郎の足腰が立ち箱車から
飛び出し、滝口を討ち取り念願を果たす。

[弥次・喜多］ 風祭辺りで
”人のあしふめどたたけど箱根山

本堅地なる石だかのみち”

箱根町役場

正眼寺 曽我堂

畑宿一里塚跡

早雲寺 北条5代の墓 宗祇の墓

鎖雲寺 勝五郎・初花の墓

一里塚跡

創建した稲葉正則供養塔

三枚橋

へ江戸への途次ここに立寄る。


